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研究成果の概要（和文）：本研究は自律的な学習の継続を支援するツールとしての言語学習ポートフォリオの開発とそ
の指導方法の開発に取り組んだ。本ポートフォリオの一番の目的は，学習者の英語学習への意識を変え，その結果，意
欲を向上させることにある。具体的には，自分の英語学習へのニーズとそれに沿った具体的な言語学習という観点から
，自分の学習目標を確認し，取り組んだ成果を自己評価するという一連の流れによって，自分に適した英語学習サイク
ルの確立を目指している。本ポートフォリオを活用した高等学校での１年間の実践を通じて，英語学習に対学習意欲の
向上と、教員の指導方法への意識の深まりが確認され、その有効性が実証された。

研究成果の概要（英文）：This research focused on development of a language learning portfolio as a tool 
to enhance autonomous English learning. The primary purpose of this portfolio is to enhance learners’ 
motivation through using this tool. From the viewpoint of learners' needs for language learning, they 
confirm their learning goals, and evaluate their own attainment with the portfolio, which relates to 
establishing their English autonomous learning cycle. Through the one year experimental project using 
this portfolio at a high school, it has been confirmed that students’ motivation has been improved 
significantly. Moreover, it has been also confirmed that teachers’ awareness toward teaching skills has 
deepened.

研究分野： 英語教育
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１．研究開始当初の背景 
 日本の英語教育は明らかに停滞している。
「英語が使える日本人」の育成のための行動
計画にもかかわらず，英語が使える日本人が
期待通りに増えてるとは言えない。それどこ
ろか，中学や高校で基礎的な知識や技能さえ
習得できなかったリメディアル教育対象の
大学生の増加がやまない。本研究はこの２つ
の事態を改善するためには，CLT の日本の教
育現場への適切な文脈化が必要であると考
えた。 
 CLT が日本の教育現場で進まない理由は，
以下の 3 点であると推察する。 

1) 英語の学習が、実生活で使用する手
段としての言語学習ではなく、定期試験
や受験のための一教科という視点から
意識されており、コミュニケーション・
ツールとしての言語学習であると意識
されていない。つまり、学習者個人の将
来のために、自分に適した学習を追求す
るという、自律的な学習意識が欠如して
いる。 
2) オーラル・コミュニケーション(OC)
の教材はあったが，日本の学校現場に適
した指導法は明確でなかった：日本の教
員は，文法力や読解力を伸ばしていく指
導法には精通しているが，コミュニカテ
ィブな能力をどのように伸ばしていく
かについて精通していなかった。 
3) コミュニカティブな能力を伸ばすた
めの評価法が確立していなかった：日本
の教育現場では，減点主義の切り捨てる
評価法が一般的である。しかし，CLT で
は，学習者の「できないところ」ではな
く「できるところ」を伸ばす評価をする
必要がある。しかし，その伸ばす評価の
モデルは研究はされたが、普及していな
い。そのような背景を基に、本研究では、
学校教育における英語コミュニケーシ
ョン能力の向上のための教育、つまり
CLT を促進するための方法の研究を行
った。 

 
２．研究の目的 
 本研究では、学校教育における英語コミュ
ニケーション能力の向上のための教育、つま
り CLT を促進するための方法の開発を目的
とした。具体的方策としては、自律的学習者
の養成を目的とした言語ポートフォリオの
開発と教育現場における指導方法の研究を
目的とした。 
 
３．研究の方法 
 以下の方法で研究に取り組んだ。 
1. 「言語は使うことを通して習得するもの

である」という考えに立った、日本の小学
校から大学までの現場の教員が共通理解
できる行動志向の言語ポートフォリオの
開発。 

2. 上記の言語ポートフォリオを活用したCLT

の指導方法の開発。第１段階として、省察
的な振り返りが可能な学齢を考慮して、現
行の高等学校の検定教科書を基にした指
導方法を開発。 

3. 上記の目的を補完し、将来的には小中高大
と連携して継続的に評価する「学習者を伸
ばすための評価ツール」としての言語ポー
トフォリオの効果の検証。 

4. 言語学習ポートフォリオプロジェクトを
通じた教師側の授業力に対する意識の変
容の検証。 

 
４．研究成果 
 本研究の取り組みの結果、学習者（生徒）
と指導者（教師）に関して２点の成果が確認
された。まず、学習者に関する成果としては、
言語学習ポートフォリオの CAN-DO リストの
目標設定に対する自己評価活動や、英語学習
と自分のニーズを定期的に考える機会を持
つことで学習者の英語学習に対する意識が
深まり、意欲の向上が見られた。また、指導
者側の成果として、CAN-DO リストの目標設定
に沿った言語活動中心の授業を実施するた
めに、これまで取り組んできた授業の検証と
改善、さらにそれに沿った評価方法の開発に
取り組むなどの変化が見られた。言語学習ポ
ートフォリオを活用することで、日本の学校
現場において、言語の技能を学ぶ CLT を促進
できることが確認された。具体的には以下の
通りである。 
 本ポートフォリオ、My Learning Mate (以
下、MLM)は，CAN-DO リストによって各単元や
年間の達成度を自己評価したり，コメント欄
に学んだことや自分の意見を書くことによ
り，自分の学習の振り返りができるよう構成
されている。CAN-DO リストは言語の働きに関
してどれだけ習得できたかを自己評価する
内容になっている。そのため，普段の授業に
おいても，実践的なコミュニケーション活動
に取り組む必要がある。実際の指導手順とし
ては，各レッスンの最初の授業で目標を確認
し，レッスン終了後に記入するようにしてい
る。しかし，自己評価は思ったよりも難しく，
それぞれの達成目標に対して授業中にどの
ような活動をしたのかが明確でなければ生
徒たちは評価をすることができなかった。そ
こで，ペアやグループでの活動を積極的に取
り入れることなどの取り組みを行った。例え
ば，「教科書の手紙の内容を正確に読み取り，
読んで相手に伝えることができる」を自分で
評価するには，実際にペアなどで音読し相手
に伝わったかどうか確かめる必要がある。そ
こで，ペアでの音読の際には「評価シート」
を使って互いの音読を評価しアドバイスす
ることにした。例えば，「自分の好きな絵や
写真について簡単なスピーチを行うことが
できる」については，発表態度やクラスメー
トにわかりやすく伝えるにはどのようにし
たら良いかを工夫し，実際にグループで好き
な絵の紹介をした。これも他のグループの発



表を評価しコメントやアドバイスをすると
いう課題を与え，それぞれのグループに評価
結果を周知した。MLM の導入をきっかけにし
て，他人からの評価によって自信を持つこと
ができたり，アドバイスを受けることで課題
を発見できるようになったのは，協働学習と
しての大きな意義であると考えられる。 
 生徒の変化としては，それまでの授業で行
ってきた活動でのクラスメートからの評価
や自分で MLMに書き込んできた自己評価を参
考に自らの課題を見つけて取り組む様子が
伺えるようになった。「次のパフォーマン
ス・テストではもっと滑らかに自分の意見を
言いたい」などの欲求が，日々の授業をより
活気のあるものにするというサイクルがで
きつつあることが確認できた。 
 また，MLM にある達成目標は生徒にとって
の目標であると同時に教員の指標となり，よ
り良い授業を行うために担当者間で意見を
交換しながら授業展開の方法を改善するた
めに大きく役立った。MLM 導入以前の打ち合
わせは定期テストの範囲や出題の方針など
を統一することが中心だったが，今は各レッ
スンの目標を共有するために会話が増え，各
学期，各学年の目標に到達するために何が必
要なのかを話し合える環境ができあがりつ
つある。 
 また、本プロジェクトを通じた生徒の英語
学習に取り組む姿勢の変容について調べる
ため、アンケート調査を行った。年度の当初
と終わりの２回実施し、学習に対する姿勢と
積極性において改善が見られた。 
 MLM の導入にあたり，学習者の英語学習へ
の意識の変化を調べるために，導入時の４月
とほぼ１年後の３月にアンケート調査を行
った。調査項目は，5分野 15 項目で，５段階
の尺度で自己評価を行った。 

・ 英語学習への意志について（項目例：
将来，大学や社会に出てから英語学習
の機会があれば，受講したい） 

・ 将来の理想的な外国語使用者のイメー
ジについて（項目例：将来，自分が外
国の人と英語で話している具体的な状
況を思い描くことができる） 

・ 望ましい外国語学習者としての自分
（項目例：友人たちが英語を学ぶこと
は重要であると考えているので，自分
も英語を学ぶ必要があると思う） 

・ 英語学習への態度（項目例：英語学習
が好きである） 

・ 英語でのインタラクションの態度（項
目例：英語で自分の思っていることを
なるべく発言しようと思う） 

 ほとんどの項目において値が上昇してい
たが，特に４月の導入時と比較して，値が高
まったのは次の項目である。 

・ 将来，大学や社会に出てから英語学習
の機会があれば，受講したい（英語学
習への意志） 

・ 現在，英語学習に一生懸命取り組んで

いる（英語学習への意志） 
・ 英語学習が好きである（英語学習への

態度） 
・ 英語を学ぶのは楽しい（英語学習への

態度） 
・ 英語で自分の思っていることをなるべ

く発言しようと思う（英語でのインタ
ラクションの態度） 

・ つたなくても英語で自分の考えを伝え
ようと思う（英語でのインタラクショ
ンの態度） 

 また、プロジェクトに参加した教師同士の
連携が深まり、互いに良く連携して、指導に
取り組むなど、いわゆる「同僚問題」の解決
策としても有効であることが確認された。 
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